
③緊急の対応が必要な場合（救急要請後、依頼会員への連絡を行なう）

援助会員 依頼会員 ファミリー・サポート・センター

事故発生

応急処置を行い、救急車を
呼ぶ

依頼会員とセンターに連絡
する

救急隊員に状況と事故の経
緯を説明する

医師に状況と事故の経緯を
説明する

子どもの状況の確認
至急、病院へ向かう

到着次第、援助会員ととも
に医師の説明を聞く

依頼会員にすぐに連絡がつか
ない場合は、まずセンターに
連絡し、援助会員は子どもの
救急搬送に専念する。依頼会
員には、センターから連絡す

る。

再発防止のための指導
依頼会員への説明

ケガや病気の際に連絡すること
【依頼会員には】
・事故、病気発覚の状況
・ケガや病気の状態、現在の子どもの様子
・どのような処置をしたか
・救急車の要請状況

【センターには】
依頼会員への連絡事項に加えて、
・依頼会員への連絡の有無
・依頼会員からの指示

ファミサポ連絡先
火～土（8：30～19：30）＝059‒323‒0023　　左記以外の時間帯、日・月・祝日＝090‒4405‒8160
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もしもの時こそ落ち着いて　「救急車の呼び方」
１１９番通報すると四日市市消防本部につながります。 

最寄りの消防署などにはつながりません。 

消防本部 通報者の通報内容
119番消防です。
火事ですか？救急ですか？ 救急です。
住所（場所）はどこですか。

住　所 四日市市〇〇町○○番○○号○○○宅です。
目標物 ※ 付近に目印となる建造物等、交通事故では、道路、目標（交差点名）等がわ

かれば伝えてください。
どうしましたか。 「年齢・性別」
「いつ」
「どこで」
「どんなふうに」
「どうなった」
「処置の内容」
をハッキリ伝えてください。
※「かかりつけ医」がある場合は、伝えてください。
あなたのお名前は？
今かけている電話番号は？ 名前は、○○○○　です。
電話番号は、　○○○　–　○○○○　です。
携帯番号（　○○○‐○○○○‐○○○○　）
携帯電話で通報した場合は「携帯電話の番号」も伝え、救急隊からの連絡に備え、電源は切ら
ないでください。
わかりました。すぐに向かいます。 電話を切って、救急車到着を待つ。（持ち物の準備）
家を留守にする場合は、戸締りを忘れないようにしましょう。

（参考：四日市市消防本部HP）
病 院 搬 送 時 の 持 ち 物 

□携帯電話　　□ファミリー・サポート・センター会員証　□依頼会員とセンターの連絡先　
□財布　　□筆記用具　　□着替え　　□オムツ　　□タオル　　
□ティッシュペーパー　　□ビニール袋　　□預かっている子どもの荷物の一式　　
家 族 が 持 参 す る も の	 	 	  

□健康保険証　　□子ども医療費受給資格証　　□母子健康手帳　　□診察券


